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発 赤 実 数 %
0-9mm 102 61.8%
10.-19mm 59 . :!5.8%
20-29mm 2 1.2%
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結 核 の病 竃 反 麿 に関 す る研 究
前 川 暢 央
結核躍患個体に対して.外から加へた諸環の侵襲の影響を､生体の病篭共著の上で常接観察しよう
としたのが本研究の主旨である｡再も出来得る由 り少い資材でよ掴勺確に,より簡単に証明旦んとし,







人型結核菌浮湛液 0･1cc(菌畳 0･01rhg)を背側皮下に感作接種し3週間後再び 些担 氏反臆を試み
陽靖を認めた後に､家兎の右眼前房円に結核菌再凄種を行ふ. 使用菌株はすべて本研究所に於て継代
培養せるフランクフル 下株であるO 前屋内結核菌接麓には.家兎を固定台に固定し,右眼に0.3% ナ
ルカイン液を数滴点眼して局所麻酔を行払､関験器を装君する｡ 別に型の如 く評製せる結核菌浮蒋液
(合有菌畳1cc中0.01mg)を ｢ツベ ルク1)ン｣用注射希中に吸引し置き之を庚に他の同型滅菌 ｢ツ｣












け､家兎を辞に固定して0･3%ナ ルカイン液点眼,開験器装着の下に 些 些旦氏眼圧計を用ひ､角膜中





管網が侵入して行 く状態が観察 され, 同時にかすかな角挟潤濁及び穿刺創の疲痘化､角膜縁部の鴇色
色素沈著による色素環形成,史T.彩腹部に於ける逸民性変化に伴ふ虹彩紋理の不整等が認められ, 次い









るものが大多数で 39oC を越すもの､或は 38oC以下のものは極めて少く､目差及び季節的動路 も御
ね 005C を越えない｡ この事は前房内結核常接弓聾後に漸次進展する前肢部結核症の経過中にも同様で
















‡欠に.病竃反艦を惹起せしめるこ殴少旧 ｢ツ｣量､ 即ち旧 ｢ツ｣の貴大稀釈度を決定せんとして我々
は100倍より10,000倍に至る各種稀釈濃度の旧 ｢ツ｣0･1ccを各畳2頭宛実験象兎の皮下に注射して其
の反膝を観察した結果､確実に上述の如き定型的な反麿の認められる最少旧 ｢ツ｣畳は1,000倍0.1ccで
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の割合に石衆酸を加-た生理的食塩水を用払て型の如 く菌浮滑液を作 り,時}{振塗しつ 1氷.堂内に1週
間貯へたものを用払て実験を行った所,病竜反麿の限鼎畳は2.5-5.0mgの範囲にある如 くであって加
熱結核死菌を用払た場合の反騰と比較するtJ石茨酸に処理した結菌死菌を用払た方が 病竜虎臆が梢強




するか も知れない事は欝推 してよからうと思はれる○ 但 し結核化学療法の実際に於て生体内の結核菌
の斯 くも大量が､斯 くも急速に死滅せしめられるや否やは別問題であり, 又病竜円の結核菌が死滅 し
た場合に生じた ｢ツ｣棟物質が本実験の如 く, 健康組織に ｢ツ｣棟物質を注入したの与同榛な債件で
血液中に吸牧 されるや否やも亦自ら別問題である｡
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0 / 3 3 g
実線は限靡,鮎線は体温｡
細線は2.5mgの限塵を示す｡





核生菌 (フランクフル ト株)浮滑液の各畳を皮下に注射して観察した結果､ 此の場合の病竜虎膝限輿
量は略 0.05mgである事を知 り得たのである (Fig.4)｡
叉,生菌を用払た場合の病竃反騰観察中に注意を惹いた事は, 旧 ｢ツ｣或は結核死菌等の場合と異
な り､反魔が稚遅れて発現し両 も其の滑鍵が遷延する事であって､通常48時間を最高とし96-120時間
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物実験の一つの予備実験 として利用し度いと考-て居 り. 目下その目的の馬に動物実験を進行せしめ
つ とある事を附記する｡
肺結核患者担客疾中に於 ける｢ツ｣様反鷹物質に関する研究
波 速 林 造
(試験管内で結核菌が成長する際に, ツベルク1)ン (以下 ｢ツ｣と略称)が生墓せられるのと同株に
動物体内の結核病竃に於ても ｢ツ｣が造られるであらう事は一膝考-られるO 此の-1uJ面の研究と_して
結核愚者の排薄物､ 分泌物､ 体液､組織中に於ける ｢ツ｣反艦物質の書正明に関し先人の菜蹟があるが
或は其れが認められ､或は否定 されて居る｡其の中啄疾に関して､ 芳賀和 昭 に1由5年に肺綜楓患者








の1% ｢グ1)セ1)ン｣を加-､振漁況和し､ 1童夜窒過に放置後 85.OoCl時間加熱滅菌 し､傑水を加
-使周略疾畳の 0倍量となし､里ゴヱ準過器にて鴻過 し､次に淀液を雷湯煎上で種･kなる濃度に濃縮
し､之れに1%の割合に氷酢酸を加-､1董夜皇週に放置琴遠心沈澱 したる後､適宜アルカ')を加-て
pHを修正し､ 最後に蒸菊滅菌を行ふ｡ 斯 くして得た液液を被検者にマンツ-氏反麿と同様式V_接箇
し48時間後に判定した｡判定基準は-ンツ-氏反麿に準ずる｡一方之れと同時に教皇の同僚前川の方
法巨ロち家充の病竜虎鮭を試みたのである｡ 病竜虎魔観察の基礎としては数字の出る眼圧測定に最 も重
点を置き､然 も之れの確異なる結果を得る薦めに､予め実験前に少 くとも3乃至5日間眼圧･lRUT定を行tl
不安定なるもの及水銀柱にて10mm以下の眼圧を示す家兎は除外したのである｡
